
石碑の取り付け工事 
と完成式典（昭和51年） 

碇高原総合牧場 
（現、碇高原牧場）工事中写真 

ふるさと わがまち わが地域 
かつての開拓地 碇（いかり）地区（２８０５２６） 

碇は大野の郷と稱し狩獵を生業とする千軒の集落を構えた太古に端を發し中古うち続く天変地異火災と
農耕の変遷などによって住民は三山乗田原竹久僧に移住したものと傳えられる  また猪刈ともいゝ宇
川の庄有数の純和牛の放牧地として永い傳統をもつ土地である 太平洋戦争後国を挙げて食糧の危機
に頻するや昭和二十七年開拓團十八名が勇躍ここに入植し きびしい気象悪路等とたたかい開拓に従
事したが遂に抗しきれず数年にして離山した足跡は碇の歴史に銘記すべきであろう その後も農耕和牛
飼育に利用されたが時流改まり離村相つぎ碇高原も将に荒涼たる原野たらんとする  時あたかも昭和
四十四年地域の要請と京都府知事蜷川虎三先生の英断により丹後縦貫林道五十余粁の啓開に着手し
隣接するこの地を京都府北部開發の據点と定め畜産総合牧場を拓き千有余年の歴史の継承發展を策
す こゝに往古先人を偲び新しい躍進を祈りつつ誌す 
昭和五十一年三月 
    丹後町長 蒲田 保 （碇抄より） 
 

碇高原 碇抄 

現在の石碑 

碇抄の石碑を原文で紹介します。
（旧字体を使用しています。） 



 碇高原牧場は、海の見える総合牧場として、京都府が総工費１２億円をかけて
昭和５０年１１月７日、起工式が行われ昭和５４年６月１５日に開場式が行われま
した。 

東屋 

うま・うさぎ舎 

めん羊・山羊舎 

碇高原 

碇高原ステーキハウス 

水鳥舎 碇高原牧場 の仕事 
黒毛和種の改良・子牛生産・受精卵の譲渡 
放牧地を利用した乳用牛の育成・妊娠牛譲渡 
肉用牛の飼養管理・放牧技術の指導と振興（レンタカウ） 
ふれあい家畜の展示・譲渡体験学習の受け入れ 
           （京都府農林水産技術センター資料より） 

現在 



碇高原ステーキハウス 
営業時間 １０：００～１８：００ 
定休日   火曜日、水曜日 
電話番号  ０７７２－７６－１０６１ 

初代権九郎牛之碑 

畜産資料展示施設 
まきばホール（現在は使用禁止です。） 

らくがきコーナー 

 袖志の二代小西権九郎氏は文化１２年（１８１５年）生れ、明治２年
（１８６９年）５４歳の時但馬から名牛を移入、その系統より数多くの良
牛を繁殖させた。宇川権九郎牛として永年その名声を博し、『宇川牛』
のもとをなした。氏は宇川牛の始祖としてその功績がたたえられた。 
初代権九郎牛之碑は昭和３０年４月に宇川畜産振興会が建立しまし
た。 

但馬牛 宇川牛 

松阪牛・近江牛 



 いかり高原まつり（平成２８年５月２２日開催） 
スイス村、渓里野間と合同です。 
 今年は、「山の日」にこだわったイベントを行ないました。 
 当日は晴天に恵まれ大勢の方々に訪れていただき、大変
盛り上がりました。 

  

  

２０１６いかり高原まつり 

1/１０マラソンスタート １/２０マラソンスタート 

チエ―ソーアート 
木陰の下で祭りを楽しんでいます。 



 ２８年５月２日（月）碇高原牧場のめん羊、山羊舎前
で「羊の毛刈り」が行われました。 
 近くの宇川保育所の園児、先生方と遠足で訪れた
宮津の養老小学校の生徒と先生たちが見学と毛刈り
体験をしました。 

涼しくなったよ 羊の気持ち「いやだなあ」 

「大丈夫かな？」  「大丈夫だよ！」 

次は私の番かな？ 

出番だよ 

まだまだ 



２７年７月３日（金） 

５月１９日（水） 

２７年６月３０日（火） 

 碇高原にある「海の見えるラベンダー畑」の平成２７年
度の写真です。５月１９日が１枚、６月３０日が１枚です。
あとは７月３日が６枚です。 
本年度（２８年）も順調に生育しています。 

 碇高原牧場と「海の見えるラベンダー畑の会」が共同で運営
しています。６月下旬から７月下旬頃まで碇高原を背景に美し
い景色と香り豊かな８００株以上のラベンダーの花摘みをお楽
しみいただけます。 
 遠くに海を望む高原の牧場で、ヤギやヒツジたちがのんびり
草をはむラベンダー畑をお楽しみください。 
ハサミを持参されますと、花穂を刈り取って頂けます。この会
はボランティアで運営していますので、応援援助金のご協力を
お願いします。 
碇高原牧場内「海の見えるラベンダー畑の会」 
代表 山口洋子 ０９０－３７０３－３２６７ （ＨＰより） 

ラベンダースティｯクです。
ラベンダーで作成した小物
です。 
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